
22022.9.21　広報あづみの

特集
秋
の
長
雨
シ
ー
ズ
ン
到
来
！！

水
害
時
の
命
綱
は
、情
報
収
集

近
年
、
日
本
各
地
で
水
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
市
で
も

昨
年
8
月
14
日
の
記
録
的
大
雨
で
明
科

地
域
の
一
部
で
土
砂
災
害
の
危
険
が
高

ま
り
、
市
が
発
令
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
で

最
も
高
い
「
緊
急
安
全
確
保
」
を
発
令
。

内
水
氾
濫
や
林
道
の
崩
落
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
台
風
や
長
雨
が
多
く

な
る
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
市
内
で
起
き

た
水
害
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
家

庭
で
の
備
え
や
避
難
計
画
の
作
成
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
自
然
災
害
の
８
割
が
水
害

　

犀
川
を
は
じ
め
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
河

川
や
水
路
が
流
れ
る
安
曇
野
市
に
は
多

く
の
水
害
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
明
治

以
降
の
市
内
の
自
然
災
害
の
８
割
は
水

害
で
あ
り
、
昭
和
32
年
か
ら
41
年
ま
で

の
10
年
間
で
25
回
の
河
川
氾
濫
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
限
ら
れ
た
範
囲

に
短
時
間
で
大
量
の
雨
が
降
る
短
時
間

的
強
雨（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）が
多
く
発
生
し
、

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
水
害
は
私
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
い

つ
で
も
起
こ
り
得
る
災
害
と
い
え
ま
す
。

過
去
の
経
験
を
今
に
活
か
す
た
め
に

　

過
去
の
災
害
を
振
り
返
り
、
自
分
が

住
ん
で
い
る
付
近
で
は
ど
ん
な
被
害
が
あ

っ
た
の
か
を
知
り
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
計
画
の
手
助

け
に
な
り
ま
す
。
過
去
の
記
録
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
で
き
る
準
備
を
行

い
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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【６月豪雨】
豪雨の影響で万水川をまたぎ矢原堰の水路を

支えてきた「めがね橋」が崩壊。また、烏川富田

橋下流の堤防が崩落するなど大きな被害が発

生しました。

【台風２３号】
明科地域では、 総雨量

１６１ミリを記録。 床下

浸水、 国道４０３号で土

砂崩落が発生しました。

穂高地域では、 小岩嶽

地区５０世帯に避難勧

告が出されました。

【７月豪雨】
梅雨前線の長雨により、 市内全域で道

路の冠水や林道の土砂崩落などの被害

が発生。  明科地域 （小泉 ・ 荻原 ・ 木

戸地区２８世帯 ・ ８８人に避難勧告。 大

雨により中房線、 国道４０３号が通行

止めになりました。

【８月豪雨】
前線の影響で記録的大雨となり明

科地域の一部に 「緊急安全確保」

が発令され、 内水氾濫や林道の崩

落などの被害が発生しました。

【台風７号】
戦後最大の洪水となり、

県内の被害は死者71人、

家屋の全壊 1,391 世帯、

床下浸水 10,959 世帯

に達しました。

【伊勢湾台風】
旧穂高町では烏川橋が流されるなど大きな被害が発生。

災害救助法が適用されました。

【台風１０号】
豊科田沢で国道19号の路肩が崩壊。明科地域

では警戒水位を突破し、床上浸水13世帯、床

下浸水72世帯、穂高地域でも床下浸水33世

帯の被害が発生しました。

【６月豪雨】
梅雨前線の豪雨の

影響により、 高瀬

川、 烏川 （穂高自

動車教習所付近）

が増水、 堤防が決

壊しました。

▲崩壊前のめがね橋

▲豪雨により浸食した道路

▲崩落した林道城山線▲内水氾濫を排水する市消防団

▲明科地域の会田川増水の様子

▲烏川橋が流出

▲大雨で警戒水位を越水した水路

◀高瀬川右岸決壊の様子
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（資料：安曇野市文書館「安曇野の災害」、市HP「近年の主な災害」）

Interview 「どこへ逃げるのか」 ・ 「どこから情報を得るのか」 を事前に知る

ま
ず
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認

河
川
氾
濫
等
の
危
険
が
高
ま
り
、
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
重
要
な

の
が
、
最
も
安
全
と
思
わ
れ
る
場
所
に

避
難
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
避
難
場

所
に
向
か
う
ま
で
に
河
川
に
近
い
場
所

を
通
る
の
か
、
橋
を
渡
る
の
か
、
避
難

場
所
は
自
分
の
い
る
所
よ
り
高
い
場
所

な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
場
所
に
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の
か
防

災
マ
ッ
プ
で
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
危
険
な
場
所
を
避
け
る
経
路
を
想
定

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

必
要
な
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
る
か

　
避
難
時
や
災
害
時
に
は
、
た
く
さ
ん

の
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
情
報
の
中
か
ら
、い
ち
早
く「
自

分
に
必
要
な
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
る

か
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
大
半
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所

有
す
る
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

情
報
を
得
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

大
雨
や
洪
水
な
ど
、
事
前
に
予
想
で
き

る
災
害
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
事
前
に
情
報
を
得
て
、
今
後

の
動
向
を
注
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一方
、
子
ど
も
や
高
齢
者
と
い
っ
た
災

害
弱
者
や
地
震
の
よ
う
に
突
然
起
こ
る

災
害
に
対
し
て
は
、
行
政
が
発
信
す
る

情
報
を
受
信
で
き
る
防
災
行
政
無
線
や

防
災
ラ
ジ
オ
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
災
害
時
に
必
要
不
可
欠
な

情
報
を
取
り
に
行
く
手
段
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
の

で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
の
準
備
を
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
大
勢
で

避
難
経
路
の
確
認
や
防
災
グ
ッ
ズ
の

準
備
の
ほ
か
に
、
避
難
訓
練
な
ど
で
大

勢
の
人
と
災
害
発
生
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
自
分
が
知
ら
な
い

危
険
箇
所
や
安
全
な
場
所
な
ど
の
有
益

な
情
報
が
共
有
で
き
ま
す
。
ま
た
、
災

害
対
策
用
品
を
自
分
で
使
う
と
、
道
具

の
使
い
方
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
防

災
グ
ッ
ズ
の
代
替
品
と
し
て
使
え
る
も
の

な
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
共
有
で
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
大
勢
の
人
が
集

ま
っ
て
訓
練
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
す
が
、
家
族
で
も
う
一
度
、
危
険

箇
所
や
情
報
の
入
手
先
な
ど
を
話
し
合

い
、
共
有
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

市区長会長 / 防災士

土肥 三夫さん


